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１． 目的 

 本研究の目的は、MVCT法を用いて水中ドルフ

ィンキックにおける下肢の連動性を評価し、泳速

度との関係性を明らかにすることを目的とした。 

 

２． 研究方法 

１） 対象者：男子競泳選手 8名 

２） 実験試技：任意のウォーミングアップを実

施した後、15 m の水中ドルフィンキック

最大努力泳の試技を 3試技行った。 

３） 分析方法：キネマティクス変数の算出と、

MVCT 法による協調性の定量化を行った。

また時系列でプロットされた値の成す角

度である Coupling angleを算出し、その値

を 4 つの協調性パターンに分類した

（Needham et al., 2015）。 

 

３． 結果と考察 

１） キネマティクス分析 

 表 1 に平均泳速度、振幅、キック頻度、

ストローハル数、ダウンキックおよびアッ

プキックの足先最大鉛直速度の結果を示す。

本研究においては平均泳速度とキック頻度

との間にのみ強い正の相関関係が認められ

た（r = 0.722、p = 0.043）。 

表 1 キネマティクス分析の結果 

 

 

２） キネマティクス分析による各関節間の協

調性の定量化とパターンの分類 

 本研究において股関節と膝関節間、膝関

節と足関節間の協調性の定量化に MVCT

法を用いた。 

 ダウンキックの序盤は股関節屈曲が優位であり、

終盤に向けて遠位である膝関節伸展が優位になっ

た。平均泳速度の高い対象者は低い対象者に比べ

てダウンキック序盤に股関節屈曲と膝関節屈曲を

行う逆相運動を行うことによりタメが作られ、遠

位の動作速度を高めている可能性が示唆された

（図 1）。アップキックでは、膝関節伸展が優位に

動き出し徐々に膝関節屈曲が優位になり、最終的

にアップキッ終盤にかけて足関節底屈を優位に動

かすことが重要である可能性が考えられる。 

 

図 1 Coupling angleの比較 

 

４． 結論 

 ダウンキックの序盤は近位である股関節屈曲が

優位であり、ダウンキック終盤に向けて遠位であ

る膝関節伸展が優位になった。その後アップキッ

クの序盤では股関節の伸展を優位に動かすことに

より高い泳速度を獲得している可能性が示唆され

た。その後、徐々に膝関節の屈曲が優位になり、

最終的にアップキック中盤から終盤にかけて足関

節底屈が優位に動いていた。 
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